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【評価実施の流れと手順】

【年間の評価・改善過程】

∫　学校評価の視点と具体的診断項目
【学校評価票１】
　学校評価の設問は，学校ができること，なすべき
こと，伝えたいこと，理解してもらたいこと等，学
校の思いが伝わるものであるべきと考える。した
がって，質問の前に十分に説明がなされるとともに，
設問は，質問の形をとった評価者へのアピールであ
り，学校の方針が反映されなくてはならない。その
ような考えのもとに，教職員用（質問数３０），児童生
徒用（質問数２０），保護者用（質問数２０）を小・中・高
等学校の種別に分けて計９種類作成した。
　本票作成にあたっては，先行研究である大阪府の
学校診断票を参考にした。
　本票は，教職員にとって自らの自己点検・診断で
あるとともに児童生徒や家庭，地域の願いや思いを
把握するための学校評価である。
　さらに，本票によって学校の現状を正しく認識す
るためのものである。正しい現状認識により，
○　維持・継続すべきよさは何か。
○　解決・改善すべき問題・課題は何か。
を明らかにすることをねらいとしている。
　そのためには，あくまでも総合的，網羅的な内容
になるのは仕方がないが，新たな形式化・形骸化を
生まないためにも質問項目数を最小限にするととも
に，自由記述の欄を設けた。
　さらに，各学校の「よさ」も「問題・課題」も多岐に
わたっていることから，この評価票１をもとに学校
の実状に沿ったものに自由に作り替えるためのサン
プルと位置付けた。
【学校評価票１（中学校用）の一部】
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新しい教育計画による実践（４月）�
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第１次評価（４～５月）�

明らかになった「よさ」�

全職員で「よさ」の確認�

日常の教育活動からの「問題・課題」�

明らかになった「問題・課題」�

全職員で「問題・課題」の確認�
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�「よさ」の維持・発展，「問題・課題」の解決のための�

　○　計画�
　○　実践�
　○　（中間）評価�
　○　実践�
　○　評価・改善�

第３次評価（11月～２月）（学校評価票１）�

成果と残された課題の確認�

次年度に向けた改善計画�

中学校・生徒用
　このアンケートは，みなさんの学校生活をよりよいもの
にするため，学校改善の資料にするものです。
　Ａ～Ｄの最もあてはまるものを○で囲んでください。ど
うしてもわからない質問は，○で囲まなくてかまいません。
　この結果は，後日，整理して生徒のみなさんにお知らせ
します。
　＊　Ａ：あてはまる　　　　　　Ｂ：ややあてはまる
　　　Ｃ：あまりあてはまらない　Ｄ：あてはまらない
１　学校へ行くのが楽しい。
２　学校は教育目標や方針を生徒にわかりやすく伝えてい
る。
３　本校には，受け継がれてきた伝統や校風がある。
４　先生方は生徒の意見をよく聞いてくれる。
５　知識を豊かにするために読書に親しむ時間が設けられ
ている。
６　授業はわかりやすく充実している。

１７　授業やその他の活動を通して地域の人々，他校の生徒
とかかわる機会がある。
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（中略）


